
小学校統合プラン説明会会議録 
と き 平成２３年７月１４日午後７時３０分～午後９時 
ところ 分庁舎多目的ホール 
出席者 地区民男性２４人、女性５人 計２９名 
石前委員長・高塚委員・進委員・前畑委員・永田教育長・生田課長・藤村課長 
浅田補佐・谷本補佐・高力係長 
 
開会 生田課長 
あいさつ 石前委員長  
統合プラン説明 永田教育長 
資料により説明させていただき、皆様とともにこの問題を考えていきたいと思う。 
別紙資料により説明。 
 
財政推計について生田課長説明 
 
質問・意見交換 
○ 先ほどの説明で、交付税が減るというような説明だったがどうしてか。 
● 交付税は毎年定額で入ってくるものでなく、いろんな要素により算出される。その中

に学校数、学級数により算定される部分がある。そういうところが減額になると推計し

ている。 
○ 統合して交付税が３千５百万円少なくなる。それならば統合しないで複式解消５人分

の支出等は賄えるのではないか。 
● これは概算の推計で、支出がこれくらい減り、収入も同じくらい減って財政的に余り

変わらないということの説明である。 
○ 金額的説得力としてそれが財政的にどう結びつくのか、財政的にトントンであれば学

校をなくす必要もないのかという議論もあるのではないか。 
● 児童数の減少の推計が出ている。それを教育的にどうかという問題で議論してきて、

今回、統合プランということで提案し、皆で議論していただきたいと思っている。この資

料は「県内の他市町村学校統合の状況を一覧表で説明」、その理由は財政的なものではなく、

ほとんどの自治体が児童生徒数の減少が大きな理由となっている。少子化が進行する中で、

子ども達をどういう環境で育てるのがいいのかという観点で投げかけさせてもらっている。 
○ 高齢者の一人おり家庭が増えている。そこで取り組みとして、お孫さんに帰ってきて

もらうような取り組みはできないかと感じている。また統廃合の問題は旧赤碕町の時から

あったと認識している。答申の中にも１中学校区１小学校ということが出ている。やはり

将来的なことを考えるとそういう方向がいいのではないかと感じている。 
○ 通学の３Ｋｍまでは徒歩で、それ以上はバスということだが、３Ｋｍは子どもの足で



どのくらいかかるのか。 
● 現在町内の学校は概ね３Ｋｍ徒歩、それ以上はバスというようにしているので、従来

からの方針でいってはと思っている。通学時間は５０分くらいか。 
○ あまり子どもの負担にならないようにお願いしたい。  
○ 少子化に絞って統合ということが進められている。資料の「学校規模から考える子ど

も達の姿」ということであるが、今現実にこのような教育問題があって、この統合プラン

によりそれが解消されるのか。また学力のことが語られていない。学力は統合したらよく

なるのか、そのあたりのデータが出ていない。「教育委員会の考える望ましい学級規模」で

説明されていることが抽象的で、数字で示してもらえばわかりやすいが、もうひとつわか

らない。 
 ２６年度の児童数が出ている。２年生が３４人で、このクラスは２クラスになると思う

が、教室数はどうですか。それと特別支援教室が以西１学級、成美２学級、安田２学級あ

る。現在の施設で対応可能か。 
 新しい学校を作るということだが、具体的にはどういうイメージか。ただ名前が変わる

だけなのか、基本の学校があって、それに他の学校のいいところを加えていくのか、３つ

の学校の運営方針等を持ち寄って新しいものを作るのは、難しいと思っている。 
● まず新しい学校ということから考えてみたい。確かにそれぞれの学校は歴史を持って

いて難しいとは思う。他地区の説明会では、統合するのであれば、ゼロからのスタートが

いいのではということがあった。お互いの良さを持ち合せて何ができるのか、その準備期

間の２年間を関係者で努力しながら、やっていく必要があると思う。 
 「学校規模から考える子ども達の姿」のところですが、これは一般的に言われているこ

とや、先生等からのアンケート等より考えたもので、これは大規模、小規模だからみんな

このようになるということではない。傾向としてこのようなことが懸念されているところ

で、各学校ではこのことが顕在化しないよう努力してもらっている。また学力向上は、今

大きな学校では、科目により学習集団を小さく、生活集団は大きくといろいろな方法が取

り組めるが、小さな集団を大きくすることは物理的に不可能で、それを解消したいと思っ

ている。 
児童数は建築当時と統合後が同じくらいで、施設は今の学級編成基準であれば対応可で

ある。特別支援学級は障がい種によって、学級数は決まるので、そのあたりの整備は必要

になってくると思う。 
● 先ほど統合した学校のイメージがわいてこないということがありました。赤碕が３校、

東伯２校がそれぞれ統合し一つの学校になる。それぞれ統合する学校が地域と共にいろい

ろな活動をされている。そういうものを取り入れながら新しい学校をつくっていきたい。 
司会 他にご意見はありませんか。ほんとうに今日は有難うございました。以上を持ちま

して小学校統合プランの説明を終ります。 
午後８時５５分閉会 


